
表紙に掲載する写真を募集します

議場見学をしませんか？次回12月定例会の予定

議 会 を 見 る

日時

放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記QRコードからアクセス
できます。

　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品タ
イトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる詳
細については、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせくださ
い。次号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひご
応募ください。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局（℡65-2182）
へお問い合わせください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

12月  6日（火）（12月1日一般質問）
12月  8日（木）（12月2日一般質問）
12月22日（木）（12月5日予備日）
※いずれも10時から放送します。
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11/20

12/1

21 22 24 25

28 29 30

議会運営
委 員 会

26

27

本 会 議 本 会 議

本 会 議
（予備日）

3

4 5 6 7 8 9 10

11

厚 　 生
委 員 会

文 　 教
委 員 会

19 20 21 22 23

経済建設
委 員 会

企画総務
委 員 会

17

18 24

23

2

勤労感謝
の日

本 会 議

議会運営
委 員 会

予算決算
委 員 会

本 会 議
予算決算
委 員 会

・分科会・分科会・分科会

・分科会
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　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
　　・議場での傍聴………本会議
　　・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　　 特別委員会、全員協議会、部会

表 紙 の 写 真
8月25日に、中学生を対象とした学生議会を開催しました。
市内中学校及び義務教育学校に通う生徒10人が、未来に夢や
希望の持てるワクワクするまちづくりについて積極的に発言
しました。

CONTENTS

市議会だより
にしお 西尾市のこんなことが決まりました！

〜あなたの気づきが明日のN I S H IOをつくる〜

〔編集・発行〕
西尾市議会
〒445-8501
愛知県西尾市寄住町下田22
TEL：0563-65-2182（直通）

11 月号
N o . 1 4 8

2022
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にしお市議会だよりは
西尾市役所ホームページ
でも見ることができます。

９月定例会を９月１日から29日まで29日間の会期で開催しました。
９月２日、５日、６日には、18人の議員が市政について一般質問をしました。
ここでは、内容を要約して掲載しています。
新型コロナウイルス感染症対策として、議員および執行部はマスクを着用し
て質問を行いました。一般質問では、議場に出席する議員を半数とし、半数
の議員は別室のモニターで傍聴しました。
本会議のライブ中継を実施しています。次回の日程については、15ページを
ご覧ください。



1

詳細は
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美
子 

議
員

Q 

既
に
移
動
販
売
車
に
よ
る
買
物
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
の
利
用
者
の
声
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

A 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
区

域
の
一
部
で
聞
い
た
と
こ
ろ
「
憩
い
の
場

に
な
る
」「
自
分
で
買
物
に
行
け
な
い
の

で
助
か
る
」「
い
ろ
ん
な
人
に
会
え
て
良

い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
お
お
む
ね
好
評

を
得
て
い
る
。

Q 

三
和
地
区
な
ど
他
の
区
域
に
も
買
物

支
援
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
、
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

東
部
地
区
・
八
ツ
面
地
区
・
米
津
地

区
・
幡
豆
地
区
の
一
部
区
域
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
移
動
販
売
の
展
開
は
、
事
業
者

独
自
の
取
組
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
各
事
業
者
と
交
渉

す
る
こ
と
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
一
方
で
事
業
者
と
し
て
は
、
距
離
な
ど

の
問
題
か
ら
対
応
で
き
る
地
域
に
限
り
が

あ
り
、
市
内
至
る
と
こ
ろ
に
と
は
い
か
な

い
状
況
も
あ
る
。

Q 

西
尾
地
区
の
常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
限
界
を
超
え
て
い
る
の
で
、
旧
幡
豆

郡
の
地
区
に
常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

増
設
し
て
、
西
尾
地
区
へ
の
集
中
を
分
散

さ
せ
な
い
か
。

A 

新
た
に
常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
費
用
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
、

既
存
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
分
散
し
、
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

の
で
、
米
津
や
吉
良
地
区
へ
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。

Q 

こ
こ
数
年
、
何
度
も
別
の
場
所
へ
の

移
設
を
要
望
し
て
き
た
。
適
切
な
場
所
を

探
す
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

A 

市
役
所
周
辺
の
未
利
用
の
公
共
用
地

を
中
心
に
調
査
し
て
い
る
が
、
複
数
台
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
空

き
缶
や
空
き
瓶
等
の
回
収
・
運
搬
で
生
じ

る
音
に
対
し
て
支
障
の
な
い
場
所
な
ど
の

立
地
条
件
を
満
た
す
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら

ず
、
移
設
先
の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
。

買
物
が
困
難
な
高
齢
者
の

買
物
支
援
は

常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

増
設
·
移
設
を

投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を

Q A&一般質問

詳細は
スマホで
チェック!

子
ど
も
や
教
員
に
と
っ
て
望

ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
を

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
向
け

て

Q 

幡
豆
投
票
区
で
は
「
遠
く
て
一
人
で

行
け
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A 

幡
豆
投
票
区
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
に
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

Q 

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
以
外
で
も
投
票
で
き
る
仕
組
み
や
、

交
通
弱
者
が
投
票
所
へ
移
動
で
き
る
取
組

を
考
え
な
い
か
。

A 

現
時
点
で
は
共
通
投
票
所
を
設
置
す

る
予
定
は
な
い
。
投
票
所
へ
の
移
動
に
つ

い
て
は
、
利
便
性
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に

対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

Q 

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
た
学
校
施

設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
と
し
て
、
エ
コ
ス

ク
ー
ル
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

A 

今
後
進
め
て
い
く
校
舎
の
改
築
や
長

寿
命
化
改
修
に
関
わ
る
た
め
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

Q 

ま
ず
、
身
近
な
学
校
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
取
り
組
み
、
省
エ
ネ
を
推
進
し
な
い
か
。

A 

学
校
長
寿
命
化
改
修
の
中
で
蛍
光
灯

か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
順
次
し
て
い
く
。

Q 
狭
あ
い
道
路
の
あ
る
住
宅
密
集
地
域

に
お
い
て
、
消
防
・
救
急
活
動
に
支
障
を

来
す
こ
と
は
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

A 

第
一
に
活
動
開
始
時
間
が
遅
延
す
る

こ
と
。
第
二
に
火
災
時
に
延
焼
拡
大
の
危

険
性
が
高
ま
る
こ
と
。
そ
の
他
、
地
震
な

ど
に
よ
り
、
建
物
が
倒
壊
し
た
場
合
、
救

出
救
助
活
動
が
遅
延
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

Q 

県
の
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業

に
、
取
り
組
ま
な
い
か
。

A 

安
全
な
住
宅
市
街
地
の
形
成
を
図
る

べ
く
、
活
用
が
可
能
か
な
ど
の
調
査
も
含

め
、
検
討
す
る
。

※
１

※
１「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・ビ
ル
）・・・

　
年
間
で
消
費
す
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
大
幅
に

　
削
減
す
る
と
共
に
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
ゼ
ロ
を
目
指

　
し
た
建
築
物
。
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新
し
い
風

小
林　
孝
幸 

議
員

Q 

蒲
郡
市
が
行
っ
て
い
る
漁
業
に
新
規

就
業
す
る
人
に
対
し
て
、
新
規
就
業
者
奨

励
金
な
ど
を
支
給
す
る
制
度
を
ど
う
思
う

か
。

A 

蒲
郡
市
は
平
成
26
年
度
か
ら
、
国
費

事
業
で
あ
る
経
営
体
育
成
総
合
支
援
事
業

の
活
用
に
よ
り
、
新
規
就
業
者
を
確
保
し

た
と
聞
い
て
お
り
、
支
援
策
の
一
つ
だ
と

考
え
る
。

Q 

蒲
郡
市
の
新
規
就
業
者
の
中
に
西
尾

市
出
身
で
現
在
39
歳
の
方
が
い
る
。
矢
田

小
、
平
坂
中
を
卒
業
し
、
釣
り
好
き
だ
っ

た
こ
と
か
ら
将
来
は
漁
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
市

内
の
釣
具
店
に
就
職
す
る
な
ど
し
た
が
、

漁
師
に
な
る
夢
を
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
。

本
当
は
西
尾
市
で
漁
師
に
な
り
た
か
っ
た

が
、
西
尾
市
で
は
新
規
就
業
者
へ
の
支
援

制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、
愛
知
県
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
蒲
郡
市
で
支
援
制
度
が
始

ま
る
の
で
利
用
し
て
み
て
は
、
と
の
提
案

が
あ
り
、
蒲
郡
市
で
の
就
業
を
決
意
し
た
。

男
性
は
「
研
修
期
間
３
年
、
独
立
し
て
５

年
。
も
し
８
年
前
に
西
尾
市
に
支
援
制
度

が
あ
れ
ば
、
僕
が
西
尾
市
を
出
る
こ
と
は

な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
現
在
は
、
ご

結
婚
さ
れ
蒲
郡
市
に
新
居
を
建
て
ら
れ
て

い
る
。
本
市
で
も
独
自
の
支
援
制
度
を
導

入
し
な
い
か
。

A 

本
市
の
水
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
新
規
就
業
者
や
後
継
者
の
確
保
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
就
業
希
望
者

や
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
指
導
的
な
漁
業

者
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
予
算
措
置
の
検

討
を
考
え
て
い
く
。

Q 
西
尾
市
か
ら
転
出
し
て
し
ま
っ
た
こ

の
よ
う
な
漁
業
就
業
者
を
二
度
と
出
さ
な

い
た
め
に
、
新
規
漁
業
就
業
者
奨
励
金
制

度
並
び
に
支
援
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

A 

西
尾
市
出
身
で
あ
り
な
が
ら
制
度
が

な
い
た
め
に
市
外
へ
流
出
し
た
こ
と
は
重

い
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
制
度
に
つ
い
て

本
市
で
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
と
思
う
の

で
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
制
度
の
設
計

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

機
能
強
化
事
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

A 

活
動
を
通
し
て
社
会
に
つ
な
ぐ
と
と

も
に
、
包
括
的
な
相
談
支
援
の
展
開
に

よ
っ
て
、
障
が
い
者
が
地
域
社
会
の
中
で

孤
立
化
す
る
の
を
防
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
受
け
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
る
。

Q 

合
併
後
、
旧
３
町
地
区
で
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
声
が

あ
る
。
設
置
協
議
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

新
た
な
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
同
一
事
業
者
に

よ
る
一
体
的
な
運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

一
色
町
内
に
利
用
で
き
そ
う
な
物
件
が
あ

り
、
運
営
費
、
人
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
。
早
け
れ
ば
来
年
度
中
に

改
修
工
事
と
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
開
始
し

た
い
。

Q 

想
定
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
や
利
用

者
数
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

精
神
保
健
福
祉
士
や
社
会
福
祉
士
等

の
有
資
格
者
２
名
と
パ
ー
ト
職
員
１
名
を

予
定
し
て
い
る
。
利
用
者
数
は
１
日
当
た

り
10
名
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

Q 

漁
港
（
航
路
含
）
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

施
工
実
績
や
潮
流
の
影
響
を
考
慮
し

た
上
で
、
全
体
の
年
次
計
画
を
立
て
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
港
に
お
け
る

土
砂
等
の
堆
積
状
況
を
加
味
し
、
実
施
頻

度
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

Q 

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
長
雨
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
漁
港
内
、
航
路
に
土
砂
等
が
堆
積
、

ま
た
は
流
れ
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
緊
急
性
の
高
い
漁
港（
航
路
含
）

で
も
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A 

漁
協
な
ど
か
ら
漁
業
に
影
響
が
出
て

い
る
な
ど
の
申
入
れ
が
あ
れ
ば
、
計
画
順

位
を
変
更
す
る
な
ど
、
早
期
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

増
設
に
向
け
て

新
規
漁
業
就
業
者
支
援
と
若
手

漁
業
者
の
育
成
を

Q A&一般質問

漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
は



3

新
政
令
和

渡
辺　
信
行 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

中
村　
直
行 

議
員

Q A&一般質問

Q 

転
入
・
転
出
な
ど
行
政
手
続
を
１
か

所
で
行
う
総
合
窓
口
の
推
進
状
況
及
び
今

後
の
計
画
は
。

A 

死
去
に
伴
う
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

は
予
約
制
で
行
っ
て
い
る
。
転
入
・
転
出

の
手
続
き
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
予
約
制
を
計

画
し
て
い
る
。

Q 

西
幡
豆
駅
と
東
幡
豆
駅
に
待
合
所
の

設
置
が
望
ま
れ
る
が
検
討
状
況
は
。

A 

地
元
住
民
の
意
見
や
協
力
を
得
な
が

ら
早
い
設
置
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
。

Q 

こ
ど
も
の
国
駅
ト
イ
レ
新
設
の
検
討

状
況
は
。

A 

名
鉄
で
の
改
修
は
難
し
い
の
で
、
市

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

Q 
移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
考
え

な
い
か
。

A 

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

Q 

高
齢
者
で
健
康
上
の
理
由
等
に
よ
り

選
挙
に
行
け
な
い
人
た
ち
の
対
策
は
。

A 

投
票
所
へ
の
移
動
に
お
い
て
の
利
便

性
向
上
が
図
れ
る
よ
う
対
策
を
検
討
し
て

い
る
。

Q 

市
内
の
高
校
５
校
に
臨
時
の
期
日
前

投
票
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

A 

選
挙
の
時
期
、
費
用
対
効
果
な
ど
考

え
る
と
難
し
い
。
啓
発
活
動
で
投
票
率

ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

Q 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
救
急
搬
送
困
難
事
案
の
状
況
と
対
策
は
。

A 

搬
送
先
が
決
ま
ら
ず
不
搬
送
と
な
っ

た
事
案
は
な
い
。
事
前
に
医
療
機
関
と
受

入
れ
態
勢
の
調
整
や
状
況
把
握
に
よ
り
搬

送
す
る
際
の
時
間
短
縮
に
努
め
て
い
る
。

Q 

市
民
病
院
の
救
急
患
者
の
対
応
は
。

A 

救
急
車
搬
送
患
者
は
、
受
入
れ
状
況

を
消
防
本
部
に
伝
え
、
少
し
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
適
宜
配
慮
し
て
い
る
。
直

接
来
院
さ
れ
た
患
者
は
で
き
る
限
り
診
察

し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
予
約
制
と
し

て
い
る
。

市
民
目
線
で
の
行
政
の
推
進

を

Q 

後
継
者
不
足
問
題
を
抱
え
る
畜
産
農

家
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

A 

世
帯
主
が
65
歳
以
上
で
後
継
者
が
い

な
い
畜
産
農
家
、
も
し
く
は
未
定
で
あ
る

畜
産
農
家
の
割
合
は
、
全
体
の
２
割
ほ
ど

に
な
る
。

Q 

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
そ

の
活
用
状
況
と
問
題
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
一
年
を
通
し
て
計
画
的
な
休
暇
の

取
得
が
可
能
と
な
り
、
ゆ
と
り
あ
る
畜
産

経
営
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
現
在
16

戸
の
酪
農
家
に
対
し
て
、
３
人
の
ヘ
ル

パ
ー
が
従
事
し
て
お
り
、
１
戸
当
た
り
の

ヘ
ル
パ
ー
の
月
平
均
活
用
日
数
は
、
約
４

日
に
な
る
。
問
題
点
は
、
飼
料
高
騰
等
酪

農
経
営
が
圧
迫
し
、
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
支
出

で
、
経
営
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

Q 

耕
作
放
棄
地
の
活
用
の
問
題
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
は
、
耕
作
を

希
望
す
る
担
い
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
農
地
バ
ン
ク
を
活
用

し
た
利
用
権
の
設
定
を
推
進
し
て
い
る
。

Q 

飼
料
高
騰
に
よ
る
畜
産
農
家
や
化
学

肥
料
高
騰
に
よ
る
農
家
へ
の
影
響
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
行
政
と
し
て
の
物
価
高
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

飼
料
高
騰
に
よ
る
畜
産
農
家
の
経
営

状
況
は
厳
し
く
、
国
や
県
に
よ
る
配
合
飼

料
の
価
格
の
補
て
ん
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
も
国
や
県
に
対
し
補
助
事
業
等
の
要

望
を
行
い
、
農
業
者
に
有
利
と
な
る
補
助

事
業
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

Q 

花
き
の
需
要
が
減
少
し
て
い
る
と
思

う
が
、
新
た
な
取
組
を
し
な
い
か
。

A 

今
年
度
、
新
た
な
取
組
と
し
て
「
西

尾
の
花
販
路
拡
大
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を

実
施
し
て
い
る
。

Q 

か
つ
て
福
地
地
区
で
盛
ん
に
生
産
さ

れ
て
い
た
菜
の
花
を
核
に
し
た
「
食
・
農
・

観
」
で
地
域
活
性
化
を
目
指
さ
な
い
か
。

A 

現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
こ
の
地

区
を
中
心
と
し
て
一
色
さ
か
な
広
場
や
道

の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
、
地
元
農
水
産
物
を

取
り
扱
う
飲
食
店
へ
の
来
客
を
図
る
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。

農
水
産
業
に
対
す
る
支
援
や

活
性
化
対
策
は
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詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

佐
々
木 

映
美 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

公
明
党
西
尾
市
議
団

大
河
内 

博
之 

議
員

Q A&一般質問

Q 

新
し
い
認
定
こ
ど
も
園
の
年
齢
別
の

定
員
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
現
在
と
の

違
い
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

年
齢
別
の
定
員
は
、
０
歳
児
が
９
人
、

１
歳
児
が
15
人
、
２
歳
児
が
18
人
、
３
歳

児
が
80
人
、
４
歳
児
が
90
人
、
５
歳
児
が

90
人
。
現
在
と
の
違
い
は
、
認
定
こ
ど
も

園
と
な
り
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
状
況

が
変
わ
っ
た
場
合
も
継
続
し
て
利
用
で
き

る
。
新
た
に
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
受

入
れ
と
４
歳
児
と
５
歳
児
の
定
員
を
10
人

ず
つ
増
や
し
た
。

Q 

地
元
住
民
へ
の
説
明
会
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
か
。

A 

新
旧
町
内
会
長
会
で
説
明
を
し
た
。

地
元
代
表
町
内
会
長
、
矢
田
保
育
園
父
母

の
会
会
長
の
連
盟
で
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
で
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

Q 

近
隣
住
民
だ
け
の
説
明
会
は
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
方
た
ち
を
対
象
に
開
催
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
周
知
方
法
は
ど
の

よ
う
か
。

A 

説
明
会
は
、
10
月
１
日
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
対
象
者
は
、
建
設
用
地

の
近
隣
の
方
と
地
区
の
町
内
会
長
を
考
え

て
い
る
。
参
加
を
希
望
す
れ
ば
参
加
可
能

と
す
る
。
ま
た
、
周
知
方
法
は
、
町
内
会

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

Q 

矢
田
保
育
園
移
転
後
の
送
迎
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

A 

現
時
点
で
は
、
送
迎
ル
ー
ト
は
決
め

て
い
な
い
が
、
開
園
後
に
、
送
迎
時
間
帯

で
支
障
が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
時
間

帯
で
の
自
主
的
な
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
な

ど
、
運
営
事
業
者
と
協
議
を
し
、
保
護
者

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Q 

矢
田
保
育
園
移
転
後
、
送
迎
ル
ー
ト

と
思
わ
れ
る
北
側
地
域
の
道
路
整
備
は
考

え
て
い
る
か
。

A 

現
在
の
と
こ
ろ
、
道
路
整
備
計
画
は

な
い
が
、
今
後
、
送
迎
な
ど
に
よ
る
交
通

状
況
に
変
化
が
生
じ
て
対
策
が
必
要
と
な

れ
ば
、
関
係
部
局
や
地
元
町
内
会
な
ど
と

検
討
し
て
い
く
。

矢
田
保
育
園
の
移
転
と
周
辺

の
道
路
整
備
は

Q 

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
復

帰
し
や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
、
授
業
に

つ
い
て
い
く
学
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

学
習
支
援
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

A 

学
校
復
帰
の
た
め
に
は
、
学
習
支
援

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
学
校
と
支
援

員
が
連
絡
を
密
に
し
、
必
要
な
教
材
を
配

布
し
、
学
校
の
授
業
に
で
き
る
だ
け
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

Q 

今
後
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
不
登
校
特
例
校
の

設
立
を
検
討
し
な
い
か
。

A 

特
例
校
で
は
教
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
多
大
な
人
員
が
必
要
で
あ
り
、
教
員

不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
特
例
校
の
教
職

員
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現

時
点
で
は
、
校
内
適
応
教
室
や
あ
ゆ
み
学

級
な
ど
に
よ
り
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
適
策
と
考
え
、
特
例
校
の
設
立
を
検
討

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 

全
て
の
小
学
校
の
水
泳
の
授
業
を
民

間
に
委
託
す
る
場
合
、
距
離
が
最
も
遠
い

小
学
校
で
は
片
道
何
分
か
か
る
か
。

A 

最
も
遠
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
小
学

校
で
水
泳
授
業
を
行
う
場
合
、
バ
ス
で
の

移
動
時
間
が
片
道
25
分
く
ら
い
か
か
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

Q 

水
泳
の
授
業
の
在
り
方
を
決
定
し
て

い
く
上
で
、
水
泳
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

体
育
全
体
の
授
業
や
他
の
授
業
へ
の
影
響

及
び
安
全
面
を
含
め
て
、
幅
広
い
視
野
で

の
検
証
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A 

温
水
プ
ー
ル
で
の
水
泳
授
業
は
、
送

迎
バ
ス
で
の
移
動
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
安
全
運
転
へ
の
特
段
の
配
慮
を
バ
ス

会
社
や
プ
ー
ル
運

営
事
業
者
に
指
示

す
る
な
ど
、
安
全

面
で
の
体
制
を
整

え
て
い
く
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
選

択
肢
を

小
学
校
の
水
泳
の
授
業
は
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詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

青
山　
繁 

議
員

詳細は
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日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

前
田　
修 

議
員

Q 

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
未
収
、
未

還
付
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

こ
の
５
年
間
で
、
過
誤
納
付
金
を
還

付
し
た
件
数
は
24
件
、
50
万
８
千
円
。
負

担
金
の
徴
収
漏
れ
に
つ
い
て
も
、
賦
課
さ

れ
な
か
っ
た
土
地
が
、
後
で
発
覚
し
た
例

が
あ
る
。
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
、

遡
及
請
求
を
し
た
事
は
あ
る
。
理
由
と
し

て
は
、
許
可
の
な
い
排
水
設
備
業
者
が
市

に
届
出
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Q 

時
効
で
徴
収
で
き
な
か
っ
た
り
、
還

付
す
べ
き
も
の
が
で
き
な
い
な
ど
、
岡
崎

市
や
蒲
郡
市
の
よ
う
に
遡
っ
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
可
能
な
限
り
調
査
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

A 

必
要
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
協
議
を

し
て
み
た
い
。

Q 
３
歳
未
満
児
保
育
の
入
園
が
大
変
と

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
入
園
希

望
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
民
間
保

育
園
の
施
設
改
修
費
を
助
成
し
な
い
か
。

A 

３
歳
未
満
児
の
受
入
枠
は
令
和
５

年
度
に
は
１
０
０
０
人
、
７
年
度
に
は

１
２
５
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
民
間
保

育
園
へ
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
の
状
況
を
調
査
研
究
し
た
い
。

Q 

反
社
会
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
旧

統
一
協
会
と
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
は
。

A 

関
連
団
体
も
含
め
、
過
去
５
年
間
を

調
査
し
た
が
、
行
催
事
へ
の
参
加
も
後

援
の
名
義
使
用
も
な
か
っ
た
。
今
後
も
、

行
催
事
の
参
加
案
内
が
あ
っ
た
場
合
は
、

し
っ
か
り
確
認
し
、
慎
重
に
判
断
す
る
。

Q 

西
尾
市
内
で
も
高
額
な
壺
な
ど
霊
感

商
法
に
よ
る
詐
欺
的
被
害
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
は

ど
の
よ
う
か
。

A 

開
運
商
法
に
よ
る
被
害
は
、
平
成
28

年
度
以
降
で
14
件
、
１
０
０
万
円
を
超
す

よ
う
な
相
談
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
街
化
調
整
区
域
の
「
線
引
き
前
宅

地
」
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
未
徴
収
・
未

還
付
に
つ
い
て

Q A&一般質問

Q 

市
が
管
理
し
て
い
る
浄
念
塚
墓
地
の

墓
碑
数
は
１
３
７
６
基
で
、
そ
の
う
ち
所

有
者
不
明
は
５
９
３
基
あ
り
、
全
体
の
４

割
以
上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
先

送
り
し
な
い
で
、
お
墓
の
整
備
等
の
対
応

に
取
り
か
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

何
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
不
明
な
部

分
や
、
所
在
不
明
の
墓
碑
も
多
く
、
苦
慮

し
て
い
る
。
墓
地
の
整
備
に
は
、
所
有
者

の
特
定
や
墓
石
、
遺
骨
の
処
理
等
に
長
い

期
間
と
多
額
の
費
用
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、
当
墓
地
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q 

無
縁
墓
と
な
っ
て
い
る
お
墓
に
対
し

て
は
、
合
葬
墓
な
ど
を
建
立
し
供
養
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

所
有
者
不
明
の
墓
碑
を
ど
う
す
べ
き

か
、
合
葬
墓
の
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。

Q 

部
外
の
専
門
家
も
加
わ
り
、「
浄
念
塚

墓
地
の
整
備
に
向
け
た
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
議
論
を
始
め
な
い
か
。

A 

墓
地
特
有
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
外

部
の
有
識
者
な
ど
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q 

墓
地
利
用
の
透
明
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
市
内
に
あ
る
墓
地(

寺
院
や
宗
教
法

人
、
民
間
管
理
の
墓
地
を
除
く)

を
対
象

に
、
墓
地
管
理
組
合
の
結
成
状
況
や
規
約

の
制
定
な
ど
を
実
態
調
査
し
な
い
か
。

A 

地
域
ご
と
の
慣
習
、
風
習
に
よ
り
管

理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
い
ろ
い

ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
調
査
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
実
態
調
査

の
方
法
も
含
め
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い

く
。

Q 

市
民
の
墓
地
に
関
す
る
考
え
方
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
墓
地
等
に
特

化
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

な
い
か
。

A 

現
在
、
公
営
の
納
骨
堂
を
設
置
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
次
回
の
市
政

世
論
調
査
の
調
査
項
目
に
入
れ
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
他
市
で
は
、
墓
地
行
政
の
参
考

に
す
る
た
め
、
墓
地
に
特
化
し
た
「
墓
地

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。

お
墓
の
こ
と（
そ
の
４
）

３
歳
未
満
児
保
育
と
民
間
保

育
園
の
施
設
改
修
助
成
は

旧
統
一
協
会
へ
の
対
応
に

つ
い
て
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詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

中
村　
眞
一 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

牧　
一
心 

議
員

Q 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
契
約
は
解
除
さ
れ
た
の

か
、
解
除
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

A 

契
約
解
除
は
成
立
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

Q 

増
加
費
用
訴
訟
な
ど
７
件
と
、
ほ
か

に
情
報
公
開
や
公
金
差
止
め
訴
訟
な
ど
、

行
政
が
こ
れ
だ
け
多
く
の
訴
訟
を
提
起
さ

れ
た
の
は
異
常
で
は
な
い
か
。

A 

Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
と
市
側
の
解
釈
の
違
い
で

訴
訟
が
起
き
る
の
は
致
し
方
な
い
。

Q 

裁
判
が
結
審
し
た
こ
と
や
、
判
決
の

日
を
な
ぜ
議
員
に
報
告
し
な
い
の
か
。

A 

判
決
の
内
容
を
精
査
し
て
、
議
会
に

報
告
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

Q 

10
月
13
日
の
増
加
費
用
訴
訟
の
判
決

で
支
払
い
が
決
定
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
判
断
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る

が
、
当
然
、
市
長
の
責
任
で
は
な
い
か
。

A 

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
議
会
審

議
が
必
要
で
あ
り
、
根
拠
が
な
い
限
り
、

議
案
に
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

Q 

和
解
案
が
出
た
こ
と
、
結
審
し
て
判

決
を
待
つ
状
態
を
公
表
し
な
い
の
は
、
市

長
の
判
断
、
指
示
な
の
か
。
そ
の
際
の
報

告
や
対
応
は
、
文
書
で
残
し
て
あ
る
か
。

A 

和
解
勧
告
の
方
向
で
あ
っ
た
が
、
案

が
出
た
わ
け
で
も
な
く
、
報
告
す
る
認
識

が
な
か
っ
た
。
文
書
で
残
っ
て
い
る
。

Q 

17
億
６
千
万
円
の
損
害
賠
償
訴
訟
を

提
起
さ
れ
た
が
、
代
理
人
弁
護
士
４
人
に

い
く
ら
の
着
手
金
を
支
払
う
の
か
。

A 

こ
れ
ま
で
の
日
弁
連
の
報
酬
基
準
に

従
っ
て
仮
に
計
算
す
る
と
約
４
２
８
０
万

円
ほ
ど
に
な
る
。

Q 

何
事
も
成
果
に
対
し
て
対
価
が
支
払

わ
れ
る
が
、
成
功
報
酬
に
し
な
い
か
。

A 
弁
護
団
と
協
議
し
て
決
め
て
い
く
。

Q 
遅
延
損
害
金
は
「
支
払
う
必
要
が
な

い
」
と
判
断
し
た
の
は
市
長
で
あ
り
、
そ

の
責
任
は
市
長
が
負
う
理
解
で
よ
い
か
。

A 

最
終
的
に
決
定
し
た
の
は
私
自
身
で

あ
る
。

Q 

市
長
や
執
行
部
は
指
示
す
る
立
場
で

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
指

示
に
従
っ
た
一
般
職
員
に
は
責
任
が
及
ば

な
い
免
責
条
例
を
つ
く
ら
な
い
か
。

A 

職
員
が
冷
静
に
仕
事
が
で
き
る
な
ら

制
定
す
る
価
値
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は

確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

Q 

控
訴
す
れ
ば
、
市
民
負
担
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
な
ら

市
長
が
責
任
を
取
り
、
税
金
で
は
支
払
わ

な
い
と
約
束
し
な
い
か
。

A 

控
訴
は
判
決
文
を
見
て
決
め
る
が
、

議
会
に
判
断
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

Q A&一般質問

詳細は
スマホで
チェック!

投
げ
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

見
直
し
問
題

Q 

本
市
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
家
庭
児
童
支
援
課
が
窓
口
だ
が
、
そ
の

役
割
は
。

A 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人
等
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
る
窓
口
や
、
適
切
な
支
援

機
関
に
繋
げ
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
訪

問
に
よ
る
生
活
支
援
事
業
の
実
施
も
検
討

し
て
い
る
。

Q 

こ
れ
ま
で
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

国
が
設
置
す
る
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

の
周
知
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
普
及
啓
発
活

動
と
し
て
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
市
内
の
学
校
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
・
施
設
に
配
布
を
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
愛
知
県
が
主
催
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
を
し
て
、
先
進

的
な
取
組
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

Q 
今
後
、
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
何
か
。

A 

教
育
委
員
会
と
し
て
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
問
題
は
ネ
グ
レ
ク
ト
等
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
問
題
発
見
の
た
め

に
各
学
校
で
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
、
学
校
生
活
の
様

子
を
観
察
す
る
こ
と
な
ど
児
童
・
生
徒
の

状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、

児
童
・
生
徒
の
言
葉
遣
い
や
表
情
、
服
装

等
の
小
さ
な
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
教
職
員
の
力
量
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
に

も
力
を
入
れ
る
。

Q 

健
康
福
祉
部
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
何
か
。

A 

健
康
福
祉
部
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
生
み
出
す
背
景
と
な
る
貧
困
や
介
護
の

問
題
等
に
つ
い
て
、
個
別
に
支
援
を
し
て

い
く
。
長
寿
課
で
は
地
域
の
医
療
・
介
護

関
係
者
が
情
報
共
有
で
き
る
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
情
報
チ
ラ
シ

を
掲
載
し
周
知
を
図
る
。

Q 

本
市
で
も
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制

定
を
考
え
な
い
か
。

A 

愛
知
県
内
で
は
ま
だ
未
制
定
の
状
況

で
あ
る
。
県
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
が
、
西
尾
市
独
自
の
制

定
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制

の
確
立
に
向
け
て
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詳細は
スマホで
チェック!

日
本
共
産
党
市
議
団

牧
野　
次
郎 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

福
西　
章
人 

議
員

Q 

７
月
26
日·

27
日
の
記
録
的
短
時
間
大

雨
で
の
被
害
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A 

二
ノ
沢
、
北
浜
川
水
系
を
中
心
に
、

床
上
浸
水
３０
件
、
床
下
浸
水
６６
件
な
ど
の

被
害
を
把
握
し
て
い
る
。

Q 

被
害
情
報
を
早
く
把
握
し
て
、
早
期

に
応
急
対
策
が
で
き
な
い
か
。

A 

各
課
を
通
し
て
町
内
会
長
に
報
告
を

依
頼
し
て
お
り
、
確
定
に
は
時
間
を
要
す

る
。
被
害
状
況
の
把
握
は
少
し
で
も
早
い

方
が
適
切
な
対
応
に
役
立
つ
た
め
、
迅
速

に
正
確
な
情
報
収
集
に
努
め
る
。

Q 

浸
水
被
害
を
被
っ
た
方
に
、
床
下
の
排

水
ポ
ン
プ
の
貸
出
し
、
被
災
ゴ
ミ
の
回
収
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
、
被
害
者
に

役
立
つ
手
引
き
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

雨
水
を
排
水
す
る
ポ
ン
プ
の
貸
出
し
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
防
災
資
機
材
等
購
入

補
助
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
た
の
で
活
用

し
て
ほ
し
い
。
災
害
で
発
生
し
た
ご
み
は
、

集
積
場
所
や
出
し
方
、
期
間
な
ど
を
決
め
、

素
早
い
周
知
な
ど
で
実
施
で
き
る
よ
う
事

前
準
備
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
に

つ
い
て
は
、
関
係
課
と
調
整
す
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
被
災
者
の
方
向
け
に
役
に
立

つ
よ
う
「
災
害
の
被
害
に
あ
っ
た
と
き
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
掲
載
し
た
。

Q 

浸
水
被
害
の
あ
る
排
水
区
の
開
発
は
、

雨
水
貯
留
施
設
や
住
宅
か
さ
上
げ
な
ど
の

建
築
指
導
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

義
務
的
指
導
は
で
き
な
い
が
、
事
業
者

に
は
関
係
課
と
の
調
整·

連
携
し
て
対
策

の
必
要
性
を
指
導
し
て
い
く
。

Q 
県
に
河
川
改
修
の
早
期
完
了
を
求
め
、

市
と
し
て
も
で
き
る
対
策
を
し
な
い
か
。

A 

県
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
早
期
完
了
を
目
指
す
と
の

こ
と
だ
が
、
本
市
と
し
て
も
、
浸
水
被
害

対
策
検
討
業
務
に
よ
り
、
実
施
可
能
な
治

水
対
策
を
洗
い
出
し
、
浸
水
被
害
に
対
す

る
軽
減
効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
調
整
池
に
つ
い
て
も
、
効

果
を
検
証
し
検
討
し
て
い
く
。

浸
水
被
害
の
対
応
と
今
後
に

つ
い
て

Q A&一般質問

Q 

西
尾
市
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
設
置
の
目
的
は
。

A 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
西
尾
駅
周
辺
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
と
５
年

度
の
２
か
年
を
か
け
て
「
中
心
市
街
地
活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い
く
。

Q 

中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

行
政
と
商
工
団
体
、
公
募
等
に
よ
る

20
〜
40
代
ま
で
の
若
者
を
中
心
と
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
の
素
案
を
作
成
し
て
い
く
。

Q 

も
っ
と
市
民
が
参
画
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
な
い
か
。

A 

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の

公
募
に
当
た
っ
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン

の
素
案
作
成
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
モ
ニ
タ
ー
調
査
が
で
き

る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

企
業
進
出
に
伴
う
西
尾
市
の
渋
滞
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

ハ
ー
ド
面
と
し
て
交
差
点
改
良
や
新

た
な
道
路
整
備
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て
進
出

企
業
と
連
携
し
た
通
勤
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

抜
け
道
対
策
と
し
て
生
活
道
路
に
歩

行
空
間
の
確
保
を
考
え
な
い
か
。

A 

地
元
町
内
会
や
警
察
署
な
ど
と
連
携

し
、
交
通
弱
者
の
安
全
確
保
に
向
け
た
有

効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

開
発
計
画
区
域
で
今
後
起
こ
り
得
る

交
通
問
題
へ
の
対
応
は
。

A 

想
定
外
の
交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
地
元
住
民
や
関
係
企
業
と
連
携

し
て
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
。
ま
た
道

路
の
新
設
や
拡
幅

が
必
要
と
な
る
場

合
に
つ
い
て
も
鋭

意
取
り
組
ん
で
い

く
。

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
基

本
計
画
策
定
を

亀
沢
町
な
ど
の
常
習
浸
水
被

害
の
解
決
に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問

・
岡
崎
西
尾
地
域
広
域
ご
み
処
理
計
画

の
今
後
に
つ
い
て

・
民
間
委
託
で
の
納
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

開
発
計
画
区
域
に
お
け
る
交

通
問
題
は
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詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

中
根　
志
信 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

西
尾
み
ら
い

山
本　
道
代 

議
員

Q 

自
治
体
の
判
断
で
学
校
給
食
費
を
無

償
化
し
て
も
違
法
で
は
な
い
と
の
認
識
で

よ
い
か
。

A 

各
自
治
体
の
判
断
で
無
償
化
し
て
も

違
法
に
な
ら
な
い
。

Q 

近
年
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
導

入
す
る
自
治
体
が
あ
り
、
国
や
全
国
の
自

治
体
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A 

子
育
て
支
援
策
の
一
環
で
取
り
組
む

自
治
体
も
あ
り
、
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Q 

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
の
支
払
い

が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
就
学
援
助
制

度
で
実
質
無
償
と
し
て
い
る
が
、
対
象
人

数
と
金
額
は
。
過
去
５
年
間
の
推
移
は
。

A 

就
学
援
助
制
度
に
加
え
、
生
活
保
護

受
給
世
帯
へ
の
教
育
扶
助
も
あ
る
。
す
べ

て
を
合
わ
せ
る
と
、
対
象
者
は
１
３
３
４

人
で
、
金
額
は
約
５
９
５
０
万
円
で
あ
る
。

過
去
５
年
間
の
推
移
で
は
対
象
者
、
金
額

も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Q 

全
国
の
自
治
体
が
無
償
化
に
踏
み
切

れ
な
い
最
大
の
理
由
は
。

A 

恒
久
的
に
無
償
化
す
る
こ
と
は
、
多

額
の
経
常
経
費
の
増
大
に
な
り
、
他
の
優

先
す
べ
き
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
最
大
の
理
由
と
思
う
。

Q 

本
市
独
自
で
新
た
な
規
定
を
設
け
、

段
階
的
に
無
償
化
を
導
入
し
て
い
か
な
い

か
。
教
育
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

A 

段
階
的
な
給
食
費
の
無
償
化
も
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
。
現
状
で
は
可
能
な
費

用
は
保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
分
の
予
算
を
よ
り
豊
か
な
教
育
実
現
の

た
め
に
優
先
的
に
投
じ
て
い
き
た
い
。
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

学
校
給
食
費
無
償
化
の
早
期
実
現
が

財
政
確
保
の
課
題
で
困
難
な
場
合
、
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
、
国
の

財
源
負
担
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

A 

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
で
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

一
つ
の
子
育
て
支
援
策
で
あ
る
が
、
財
政

負
担
が
大
き
く
、
ま
た
、
国
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
も
あ
る
少
子
化
対
策
に
通
じ
る

た
め
、
国
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
適

切
で
あ
り
、
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Q A&一般質問

Q 

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

A 

健
康
に
し
お
21
計
画
（
第
２
次
）
に

よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
生
活
習
慣
の

質
の
向
上
に
向
け
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
歯

の
健
康
を
守
る
」「
健
診
受
診
者
の
増
加
」

「
糖
尿
病
の
重
症
化
の
予
防
」
の
３
つ
の

重
点
施
策
を
中
心
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。

Q 

高
齢
者
の
健
康
体
操
は
、
ど
こ
に
重

点
を
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
。

A 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
元
気
な
う
ち
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
点
に
考
え

て
お
り
、65
歳
以
上
を
対
象
に「
シ
ル
バ
ー

元
気
教
室
」
や
「
高
齢
者
通
い
の
場
」
等

で
健
康
体
操
を
実
施
し
、
歩
行
や
姿
勢
の

維
持
に
大
切
な
足
や
太
も
も
、
背
中
の
筋

力
ア
ッ
プ
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。「
ま
ち

の
体
操
教
室
」
で
は
、健
康
維
持
の
た
め
、

西
尾
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
の
「
西
尾
で
ラ

ラ
体
操
」
を
実
施
し
て
い
る
。

Q 

現
代
人
の
約
８
割
が
足
に
何
ら
か
の

異
常
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

幼
少
期
か
ら
足
の
指
を
使
っ
た
正
し
い
姿

勢
と
動
作
を
覚
え
、
体
幹
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
、
将
来
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
本
市
と
保
育
園
や
学
校

で
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

A 
足
の
指
を
使
い
な
が
ら
足
裏
を
刺
激

す
る
こ
と
は
、
体
幹
を
安
定
さ
せ
安
全
な

歩
行
を
促
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
全
身
の

血
行
を
良
く
し
、
健
康
的
に
も
良
い
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
各
保
育
園
で
は
、
足

の
指
を
使
っ
た
遊
び
を
特
に
意
識
し
て

行
っ
て
い
な
い
が
、
思
い
切
り
体
を
動
か

す
遊
び
や
色
々
な
部
位
を
使
っ
た
遊
び
を

工
夫
し
て
い
る
。
小
学
校
か
ら
高
等
学
校

ま
で
「
体
つ
く
り
運
動
」
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
姿
勢
を
整
え
、
体

幹
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
、健
康
な
生
活
、

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
上
で
も
、

大
変
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を

義
務
教
育
期
間
の
小
・
中
学

校
給
食
費（
食
材
費
）の
無
償

化
を
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詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

鈴
木　
規
子 

議
員

自
民
隆
盛
会

永
山　
英
人 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

Q 

熱
海
市
の
土
石
流
災
害
以
降
、
土
砂

等
の
埋
立
て
は
残
土
問
題
と
し
て
、災
害
、

自
然
破
壊
の
誘
因
と
な
っ
て
お
り
、
本
市

で
も
昨
年
９
月
か
ら
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
見
直
し
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

A 

本
市
の
条
例
は
制
定
か
ら
相
当
の
時

間
が
経
過
し
て
い
る
。
残
土
に
よ
る
不
法

投
棄
や
埋
立
て
を
考
慮
す
る
と
見
直
し
を

進
め
た
い
。

Q 

全
国
で
は
３
７
６
市
町
村
で
制
定
さ

れ
て
い
る
。
先
進
的
な
三
重
県
条
例
の
よ

う
に
産
廃
と
同
じ
く
「
土
砂
の
排
出
者
責

任
」
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

多
々
あ
る
先
進
例
を
参
考
に
し
た
い
。

Q 

現
在
の
届
け
出
制
を
許
可
制
に
し
、

欠
格
条
項
を
入
れ
、
許
可
取
り
消
し
も
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

許
可
制
と
す
る
改
正
は
必
要
不
可
欠
。

当
然
、
取
り
消
し
も
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

Q 

埋
立
て
土
砂
の
発
生
場
所
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う
に
県
外

土
砂
の
搬
入
を
禁
じ
、
県
内
で
発
生
し
た

も
の
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

首
都
圏
な
ど
で
は
県
外
か
ら
の
搬
入

を
規
制
し
て
お
り
、
開
発
行
為
に
よ
る
土

が
む
や
み
に
周
辺
自
治
体
に
搬
入
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
有
効
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
の
問
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
規
定
を
設
け
た
経
緯
な
ど
も
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

Q 
事
業
者
が
措
置
命
令
に
従
わ
な
い
時
、

悪
質
な
業
者
に
は
多
く
の
市
町
条
例
の
よ

う
に
罰
則
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

県
内
18
市
町
の
う
ち
15
条
例
は
罰
則

が
あ
る
。
罰
則
規
定
を
考
え
た
い
。

Q 

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

市
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ
と

を
進
め
、
よ
り
良
い
内
容
に
改
正
し
な
い

か
。

A 

条
例
の
改
正
は
必
要
。
よ
り
実
効
性

の
あ
る
内
容
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
進

事
例
を
調
査
し
、
し
っ
か
り
し
た
条
例
を

な
る
べ
く
早
く
作
っ
て
い
き
た
い
。

Q 

現
条
例
は
丸
腰
状
態
と
思
う
。
可
及

的
速
や
か
に
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

３
月
定
例
会
を
目
標
に
考
え
た
い
。

土
砂
埋
立
て
に
よ
る
土
壌
汚

染
･
災
害
発
生
の
防
止
に
関

す
る
条
例
の
見
直
し
を

Q A&一般質問

Q 

幡
豆
地
区
「
第
３
種
踏
切
」
５
か
所

が
閉
鎖
さ
れ
た
。
地
区
名
と
踏
切
の
往
来

状
況
は
ど
う
か
。

A 

閉
鎖
し
た
地
区
は
１
番
組
、
２
番
組
、

上
畑
組
、
森
組
、
洲
崎
組
、
中
柴
組
の
５

か
所
。
車
両
は
通
れ
な
い
が
、
地
域
の
方

が
、
ご
み
捨
て
や
畑
な
ど
に
向
か
う
た
め

徒
歩
で
利
用
。
日
に
数
人
と
聞
い
て
い
る
。

Q 

「
第
３
種
踏
切
」
の
閉
鎖
問
題
の
ほ
か

東
・
西
幡
豆
駅
の
駅
舎
取
り
壊
し
に
よ
り

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
利
用

が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

第
３
種
踏
切
や
駅
舎
が
無
く
な
っ
た

こ
と
が
、
利
用
の
減
少
に
直
結
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
利
用
者
の
方
が
、
快
適

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
雨
風
が
し
の

げ
る
簡
易
な
待
合
室
を
設
置
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
も
、
地
元
住
民
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Q 

可
燃
ご
み
減
量
の
た
め
の
分
別
徹
底

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
協
力

を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

A 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
効
果
だ

け
で
は
な
い
が
、
令
和
２
年
度
の
家
庭
系

可
燃
ご
み
排
出
量
３
万
５
８
５
０
ト
ン
に

対
し
令
和
３
年
度
は
３
万
５
０
１
９
ト
ン

と
８
３
１
ト
ン
減
少
し
た
。

Q 

２
年
前
か
ら
「
雑
が
み
」
の
資
源
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
効
果
と
さ
ら
な

る
取
組
は
ど
う
か
。

A 

令
和
２
年
７
月
に
雑
が
み
の
範
囲
を

拡
大
し
た
効
果
は
、
ご
み
が
減
量
さ
れ
資

源
化
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
内
公
共
施
設
等
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
、
市
民
が
集
う
催
し
に
出
向

き
、
雑
が
み
分
別
の
説
明
を
し
て
い
く
。

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
幡
豆
地

区「
第
３
種
踏
切
」の
廃
止

後
は

ご
み
の
減
量
は
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・収容人員250名。
・屋上にはヘリコプターで救助者を
ピックアップできるスペースあり。
・階段は担架を横向きにして上が
れる幅を確保し、１段ずつの高さ
は、小学校と同じ程度。
・避難フロアは、備蓄倉庫が設置
してあり、防風幕が取り付けられる
仕様。
・入り口には、地震の揺れ(震度５
強)を感知して自動的に解錠する
ボックスを設置。
・大島地区（吉良町）にも津波避難
タワーを整備。

生田地区津波避難タワー
概 要
令和４年４月１日供用開始

（一色町生田地内）
・１冊300円（ただし、市内の中学
生以下は無料）。
・貸出日、タイトル、著者名、価格
を記帳。
・読書通帳１冊で、借りた本216冊
が記帳。
・通帳がいっぱいになったら、最
終ページの「一番心に残った本」と
「だれかに紹介したい本」を記入
し、本館又は分館のカウンターへ
提出すると特典として達成記念品
を贈呈。
・官民連携事業として西尾信用金
庫が協賛。

読書通帳
概 要
令和２年 10 月 23 日開始

（西尾市立図書館）
・市内の小学校11校と中学校３校
に加え、隣接する県立特別支援学
校に給食を提供。
・献立の作成及び食材の発注は市
が行い、調理業務は民間に委託。
・県立特別支援学校には、普通食
及び障害に応じた調整食の対応。
・特定原材料及び特定原材料に準
ずるもの28品目を対象品目に食物
アレルギーの対応。
・児童生徒の食育を推進する施設
として、調理の様子や給食ができ
るまでの工程等を見学することの
できるスペースを設置。

西尾市学校給食センター
概 要
令和３年９月１日供用開始

（須脇町地内）

トピックス

ようこそ西尾市へ ７市議会が行政視察に訪れる

　今年度に入り、全国各市議会の視察受入れが増加しています。
　愛知県の市町村で登録者数が１位となっているＬＩＮＥを活用した行政
手続きについての視察が人気となっています。
　市議会では、可能な限り視察を受入れており、市内での宿泊や食事など
を通じて本市の魅力も紹介しています。

７/13 滋賀県草津市議会

滋賀県の南部にある草津市議会 
総務常任委員会の皆さまが、西
尾市における「ＬＩＮＥを活用し
た行政手続きのオンライン化」
について視察されました。

主な視察先

視察日 視察団体 調査事項
５月 17日 北海道釧路市議会 ＬＩＮＥを活用した行政手続きについて

７月７日 愛知県美浜町議会 津波避難タワー建設の経緯と場所の選定について

７月 12日 愛知県稲沢市議会 西尾市学校給食センターについて

７月 13日 滋賀県草津市議会 ＬＩＮＥを活用した行政手続きのオンライン化について

７月 14日 愛知県豊橋市議会 佐久島クラインガルテンについて

７月 15日 兵庫県赤穂市議会
・公共施設（インフラ施設）の在り方の見直
　しについて
・老朽化施設の取組について

７月 29日 滋賀県東近江市議会 読書通帳の取組について

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、８月・９月は行政視察の受入れを
　中止しました。
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厚生分科会

文教分科会

　令和３年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出予算の執行実績である決算を審査するため、９月12日～15日の
４日間にわたり、予算決算委員会各分科会にて審査しました。
　慎重審査の結果、全ての会計が適法かつ正当に行われたものであると認定しましたが、ここでは、その審査した内容の
一部を紹介します。

令和3年度決算を認定

決算認定

産婦人科１人、脳神経外科１人、県からの地域枠か
ら脳神経内科１人、外科１人、研修医から外科１人、
皮膚科１人、研修医が３人の計９人増えた。減った
のは消化器内科１人、耳鼻咽喉科１人の計２人。

A

市民病院の医師数が７人増加しているが、診療
科別の配置はどうか。

Q

コロナ禍により令和元年度以降、被保護世帯が増
加しており、令和４年３月３１日現在の保護状況は、
被保護世帯が４９７世帯で前年度比１４世帯の増と
なった。今後も、コロナ禍の長期化などにより被生
活保護世帯は増加を見込んでいる。

A

生活保護費が増加している理由の分析と今後
の見通しはどうか。

Q

毎年５月と１１月の２回、ジェネリック医薬品に切り
替えると５００円以上の差額効果がある人にお知ら
せを送付しており、令和３年度は１２０６件送付した。
その前後２カ月比較で、ジェネリック使用人数が
１．０１倍となっており、効果があった。

A

国民健康保険における、ジェネリック医薬品との差
額通知による切り替えの勧奨とはどういうことか。

Q

令和３年度の決算見込みで、碧南市民病院が約
２０億６千万円、蒲郡市民病院が約１６億２００万円、
みよし市民病院が約１０億７８００万円となっている。

A

他会計からの繰り入れが総額約２０億円だが近
隣市民病院の状況は。

Q
コロナ禍の影響で、感染防止の観点から今まで献
血会場として場所を提供していた店舗などから断
られるケースも出てきた。献血の実施主体である
赤十字献血センターと連携し、新たに献血会場に
できる場所を模索している。

A
献血参加人数を増加させるための施策はどうか。Q

平成３０年度の全面的な見直しで高齢者がより利
用しやすくなり、サービスが広く認知されてきた。
委託料は、高齢者人口の伸びとと
もに増加していくと考えている。

A

配食サービス業務委託料の増加理由と委託料
の見通しはどうか。

Q

保育園に導入したタブレットや保護者のスマート
フォンで利用でき、登園、降園時間の打刻登録や
電話連絡によらない園児の欠席連絡、園からのお
知らせの配信が可能となっている。メリットは、通
話や紙面配布が不要となることにより、保護者と
保育士の負担軽減と利便性の向上が図られたと
考えている。

A

登降園管理システム導入委託料１９８万円につ
いて、システムの詳細とそのメリットは。

Q

１施設当たりの経常的な運営費は、令和３年度の平
均で約１６４６万円に対して、使用料収入は約１０８万
円で、施設運営費の９割以上を市民の税金で賄っ
ている。今後、費用対効果よりも、市民が利用しや
すい施設環境の整備、ウィズコロナ時代における
生涯学習機会の提供、老朽化した施設の安全性・
快適性を担保して様々な施策の展開が必要と考え
ている。

A

ふれあいセンターにおける費用対効果をどの
ように評価・分析しているか。

Q

温水プールを利用して民間事業者の指導による水泳
授業を実施したもので、民間事業者のプールでの矢
田小学校、中畑小学校の試行１回分
と、ホワイトウェイブ21での花ノ木小
学校、横須賀小学校で行った。この事
業は令和４年度までモデル事業として
実施し、今後は検証を進め、プール全
体計画の中で方針を示していく。

A

小学校水泳指導支援事業委託料１５４９万６０５
円の詳細と今後の考えは。

Q

直接対話が９６人、間接的が４人、会えなかった人は
７５人。ＳＮＳ相談の効果は、多様な悩みを抱える子
どもや若者にとって、気軽に何でも相談できる身
近なツールとして有効な手段と考えている。

A

「子ども・若者総合相談センター『コンパス』の
昨年度の相談者が１７５人とあるが、相談者が
直接対話して支援した人、間接的に支援した
人、会えなかった相談者は何人いたか。また、
ＳＮＳ相談の効果は。

Q
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企画総務分科会

経済建設分科会

決算認定

行政指導を行った棟数は３２８棟で、行政指導を
行った項目は６８０項目。その中で改善された項目
数は４１０項目。

A

防火対象物等の立入検査等を実施し、行政指
導による改善のあった項目数はどのようか。

Q

年間を通しての利用件数は９万９９６０件で、収納金
額は総額２１億７４５２万１３３９円。コンビニ収納手数
料は総額７３６万７５８１円である。

A
コンビニ収納利用状況はどのようか。Q

収容先が決定するまでの平均所要時間は５．０分。待
機した事案は現場滞在時間が３０分を超え、かつ病
院への受け入れ回数が４回以上の搬送困難事案は
１２件発生し、現場滞在最長時間は６４分であった。

A

救急事業について、コロナ禍における病院を探
す時間、入院が確定せず待機した件数はどうか。

Q

一色団１０１人、吉良団５３人、幡豆団５２人の計２０６
人で、定員２９６人に対する充足率は６９．６％。機
能別消防団は総員２８０人で、
定員３４７人に対する充足率は
８０．７％。対策としては成人式に
おいて加入促進活動や小学校
で啓発用ポスター掲示を行っ
た。

A

消防団員の定数に対する充足率と団員確保へ
の対策はどのようか。

Q

消滅時効により約３２０万円減少したことや、職員が
消滅時効による不能欠損額の縮減に努めたこと、
滞納額の減少によるものである。

A

個人市民税の不能欠損額は前年と比べて
１２３０万円程減少している事由はどのようか。

Q

目標額は約23億円であり、令和３年度末の積立額
が約９億６千万円であることから、目標率は約41．
７％であった。また、目標達成年次は令和14年度を
目指す。

A

総合運動場整備基金の積立目標額と目標率及
び目標達成年次はどのようか。

Q

３か月の期間中、一人につき５千円分の商品券を交
付し、交付率が44．１％となり、目標40％を達成し
た。交付から半年間で約３億５千万円分の商品券
の利用があった。

A

地域応援商品券交付事業における事業実績はど
のようか。

Q

休日を含む長時間利用や手数料半
額などのコンビニ交付サービスや税
申告など手続きの添付資料の省略
など、市民への利便性が向上した。

A

コンビニで住民票等を発行できるが、マイナン
バーカードを推進する効果はどのようか。

Q

一色地区に佐久島５か所を含む２４か所、吉良地区
に４か所設置した。

A

津波避難誘導看板設置工事の設置数はどのよ
うか。

Q

基金積立金の目標額は約40億円で、令和４年３月
３１日現在の積立額は12億１１４万１６３０円、達成率
は約30％である。

A

広域新焼却施設整備基金積立金が増額している
が、基金の目標額と達成率はどのようか。

Q

営業収益は人口減少により減少傾向と見込むが、今
後もある程度は純利益が確保できる見通しである。

A

市水道事業会計における営業収益は対前年度比
１１３．６％で営業費用は対前年比で１０２．４％と健全
な経営状態と考えるが、今後の見通しはどのようか。

Q

返礼品などの経費が約６億４1００万円、市民税控除
額は約３億７８００万円で、ふるさと納税による実質
的な収支は約５億２４００万円の黒字である。

A

ふるさと納税推進事業で昨年度寄付金実績約
１５億４4００万円から、経費と市民が他の自治
体に寄付したことによる市民税控除額とそれ
を差し引いた実質的な収支はどのようか。

Q

新規に受付した案件は46件あり、19件が年度内
に完了した。また、相続放棄案件等は21件であっ
た。

A
令和３年度の空き家の状況は。Q

昨年度は主に幡豆地区の目的地に金融機関や商
業施設を増やすなど拡充するとともに、吉良・幡豆
地区にチラシを全戸配布した。

A

いこまいかーの昨年の利用実績が２倍近く増加し
ているが、その要因はどのようか。

Q

この11年間で企業１１６件が立地し、令和３年度は、
当時と比べて実質約８億円の税収効果があった。

A

企業誘致推進事業全体における税収面の効果
をどのようか。

Q
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審議結果

9月定例会に提出された陳情書03
陳情書

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書 採　　択
防衛省によるミャンマー国軍士官・士官候補生の受け入れ中止を求める意見書の提出を求める陳
情書 趣旨採択

令和3年度
決算

令和３年度西尾市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度西尾市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度西尾市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度西尾市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度西尾市佐久島診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度西尾市病院事業会計決算の認定について
令和３年度西尾市水道事業会計決算の認定について
令和３年度西尾市下水道事業会計決算の認定について
令和３年度西尾市渡船事業会計決算の認定について

令和4年度
補正予算

令和４年度西尾市一般会計補正予算（第５号）
令和４年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度西尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度西尾市佐久島診療所事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度西尾市病院事業会計補正予算（第１号）
令和４年度西尾市水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度西尾市下水道事業会計補正予算（第１号）

条例など

西尾市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
西尾市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について
西尾市職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
西尾市の議会の議員及び長の選挙における自動車の使用及びポスターの作成の公営に関する条例及び西尾市
の議会の議員及び長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
市道路線の認定について
令和３年度西尾市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
令和３年度西尾市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

7月臨時会（7月 6日）で審議され可決された議案等01
条例など 工事請負契約について

令和4年度
補正予算 令和４年度西尾市一般会計補正予算（第４号）

9月定例会で審議され可決された議案等02
★西尾市教育委員会委員に武内基亘氏を任命することに同意しました。
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11
月
に
入
り
、
涼
し
さ
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
７
波
も
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
安

堵
し
て
い
る
所
で
す
。

　
さ
て
、
８
月
25
日
に
議
場
に
て
「
学
生

議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
議
員

が
発
言
し
て
い
る
時
と
同
じ
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ

た
10
名
が
登
壇
し
、
行
政
が
抱
え
る
課

題
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
提
案
な
ど
を

発
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
生
な
ら
で

は
の
発
想
で
、
と
て
も
率
直
な
鋭
い
視
点

で
の
内
容
が
多
く
、
私
た
ち
議
員
も
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
程
、
固
定

観
念
で
物
事
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
の
発
言
を
伺
い

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
尾
市
に
は
、
自
分
の
考
え
や
想
い
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い

学
生
た
ち
が
い
る
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
５
年
１
月
25
日
に
は
女

性
議
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
議
場
に
て
傍
聴
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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新政令和 新しい風 西尾みらい 自民隆盛会 共産党 公明党 無所属
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防衛省によるミャンマー国軍士官・
士官候補生の受け入れ中止を求
める意見書の提出を求める陳情書

趣
旨
採
択

趣
旨

※

趣
旨◯

趣
旨
趣
旨
趣
旨◯×

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨◯

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨◯◯××◯◯

趣
旨◯◯

令和４年度西尾市一般会計補正
予算（第５号）

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯×◯◯◯

令和３年度西尾市一般会計歳入
歳出決算の認定について

認
定◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯

令和３年度西尾市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について

認
定◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯

令和３年度西尾市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

認
定◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯

令和３年度西尾市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について

認
定◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯×◯◯◯

令和３年度西尾市水道事業会計未
処分利益剰余金の処分について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯◯◯◯◯◯◯

令和３年度西尾市渡船事業会計
決算の認定について

認
定◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯

議員の賛否の分かれた議案04 ９月定例会へ提出された議案、陳情のうち、賛否が分
かれたものについて掲載します。

「◯」…賛成（採択）　「×」…反対（不採択）　　「趣旨」…趣旨採択　　「※」…議長のため採決に加わりません。

審議結果

決算はどのように審査されているの？
市議会における決算審査の流れ

市議会のワンポイント！市議会のワンポイント！

本会議（議案説明）
　市長側から決算議案が提
出され、議案の内容につい
て説明を受けます。

　付託された決算議案につ
いて所管別に分けて各分科
会へ審査を依頼します。

予算決算委員会
　決算議案を認定するか否
かを採決します。

本会議（採決）

　常任委員会別に設置された４つの予算決
算委員会分科会で各委員が議案について専
門的に詳しく審査します。
  ・厚生分科会　　　 ・文教分科会
  ・企画総務分科会　・経済建設分科会
　各分科会長が分科会での審査の経過や状
況を予算決算委員会で報告します。

　決算審査を常任委員会別
の分科会で行うことで、施
策に沿って、より専門的に
詳細に議論できるんだよ。

　こうして議会がしっかり
審査することで、新年度の
市の予算編成にも生かされ
るんだね。
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表紙に掲載する写真を募集します

議場見学をしませんか？次回12月定例会の予定

議 会 を 見 る

日時

放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記QRコードからアクセス
できます。

　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品タ
イトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる詳
細については、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせくださ
い。次号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひご
応募ください。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局（℡65-2182）
へお問い合わせください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

12月  6日（火）（12月1日一般質問）
12月  8日（木）（12月2日一般質問）
12月22日（木）（12月5日予備日）
※いずれも10時から放送します。

日 月 火 水 木 金 土
11/20

12/1

21 22 24 25

28 29 30

議会運営
委 員 会

26

27

本 会 議 本 会 議

本 会 議
（予備日）

3

4 5 6 7 8 9 10

11

厚 　 生
委 員 会

文 　 教
委 員 会

19 20 21 22 23

経済建設
委 員 会

企画総務
委 員 会

17

18 24

23

2

勤労感謝
の日

本 会 議

議会運営
委 員 会

予算決算
委 員 会

本 会 議
予算決算
委 員 会

・分科会・分科会・分科会

・分科会

12 13 14 15 16

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
　　・議場での傍聴………本会議
　　・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　　 特別委員会、全員協議会、部会

表 紙 の 写 真
8月25日に、中学生を対象とした学生議会を開催しました。
市内中学校及び義務教育学校に通う生徒10人が、未来に夢や
希望の持てるワクワクするまちづくりについて積極的に発言
しました。
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お知らせ

目が不自由な方などのために、音訳版・点
字版のにしお市議会だよりを作成し、お渡し
しています。希望者は市社会福祉協議会へお
問い合わせください。音訳版は市ホームペー
ジで公開しています。

音訳版・点字版のにしお市議会だより

申市社会福祉協議会
　（☎５６・５９００／総合福祉センター内）
問福祉課（☎６５・２１１３）


